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一新塾名古屋勉強会議事録一新塾名古屋勉強会議事録一新塾名古屋勉強会議事録一新塾名古屋勉強会議事録 

報告：宮田久司 

出席：大藪、近藤、水野、百田、宮田（敬称略）／５名 

日時：2005年 8月 11日（木）19:00-21:30 

場所：名古屋ボランティア・NPOセンター会議室 

 

＜内容＞ 

⑴⑴⑴⑴ 投票率投票率投票率投票率アッププロジェクトアッププロジェクトアッププロジェクトアッププロジェクト（（（（百田氏百田氏百田氏百田氏）））） 

長期的な目的は投票率アップを切り口に若者を始めとした市民の社会貢献意識の高まりと行動へとつ

なげていくこと。 

短期的には、選挙の祭り化によってブーム化するという話がでた。 

瀬戸の「せともの祭り」が今度の衆院選と重複するため、そこで仕掛ける。 

以前真保氏が刈谷市で行ったときに反響があったので、そのような事例を一つの地域で集中して行っ

た方が良いのではないかということで、今回は瀬戸市に焦点を絞る。 

瀬戸にある名古屋学院大学の木村教授が、学生の店を仕掛ける等活発な活動をしているので、一度木

村教授にアプローチし、学生を巻き込んだプロジェクトとする。 

一方で、政治が分かりづらいという根本に、決定的に選択する材料が不足している事があると思われ、

選択材料を増やすための第三者的アプローチも一方で必要ではないかとの話が出た。 

その事に関しては、現在近藤氏と宮田が取り組んでいる議員アンケートを利用、応用していくのが良

いのではないかということで、宮田がたまたま名古屋勉強会の OBである可児氏のつながりで民主党

の候補者を会うことになっている事から、一度試験的にトライしてみる。 

吉金氏の発案、真保氏の刈谷での実践と実績をふまえ、今後近藤氏を核とした「納税者の権利」とと

もに「投票率アップ」を名古屋組恊働プロジェクトとして継続していってはどうか。また、投票とい

う行為は国民の≒納税者の権利でもある。 

 

⑵⑵⑵⑵ LLP (Limited Liability Partnership)：：：：有限責任事有限責任事有限責任事有限責任事業組合業組合業組合業組合についてについてについてについて（（（（水野氏水野氏水野氏水野氏）））） 

LLPは有限責任の事業組合で、組合員２者以上、資本金２円以上と登記税６万円で設立が可能。 

出資比率に比例する配当や議決権がある訳ではなく、それらはパートナー同士の契約によって決める

事ができる。 

既に法案が可決されており、近く施行される予定である。 

米国、英国にて既に先進事例があり、英国では８０万社、英国でも１万社存在する。 

企業間を超えた目的ベースの組織が今後必要不可欠となっていく中、企業間の R&D、まちづくり、パ

ブリックマネージメント等への利用に有意義であると思われる。 

一新塾でも利用できるかもしれない。（名古屋組 MBO計画） 

 

⑶⑶⑶⑶ コーチングコーチングコーチングコーチングについてについてについてについて（（（（水野氏水野氏水野氏水野氏）））） 

水野氏から AI(Appreciative Inquiry)、ソリューションフォーカスなどのコーチングの手法と概要の簡単

な説明があった。 



次回一度試験的にビデオ（２０分）とワークショップ（２０〜３０分）を行う事となった。 

東京の本科ではチームプロジェクトがあり、プログラムの中にチームに関するものまで含まれている

が、名古屋を含めた通信科ではそれらを正式に体感する機会が無い。 

水野氏のコーチングを切り口にして、その欠点を補う学習の機会をつくる事ができればいいのではな

いかと考える。 

 

⑷⑷⑷⑷ 猿真似猿真似猿真似猿真似からからからから日本日本日本日本のののの良良良良ささささ発見発見発見発見へへへへ…………（（（（百田氏百田氏百田氏百田氏）））） 

日本は確かに猿真似かもしれない。 

しかし一方で、すべてを平等に受け入れ良いものを取り入れるという文化的側面もある。（グローバル

の原点は八百万の神にあった…） 

また、自然を含め厳しく、そして豊かな国であったという側面もあり、それらが、日本の感性や文化

を育んでいたという点。 

根本的に灌漑文明と農村文明との違いが大きく、灌漑文明は、資源が限られ、外部との対立や内部の

管理体制を必然的に生み出したのに対し、農村文明は村で仲良くやれればよかった。 

近年は経済一辺倒であるため、豊かな自然を顧みず、食料（窒素）の大量輸入をはじめとした非循環

型社会、過当競争社会など日本の良さを失っている側面がある。 

コーチングではないが、良い点を引き出すことで、悪い点を消滅させていく手法も一方で重要。 

 

⑸⑸⑸⑸ コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ FMのののの政策政策政策政策・・・・まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり番組番組番組番組（（（（宮田宮田宮田宮田）））） 

現在、可児市のコミュニティ FMの協力のもと政策・まちづくり番組の企画と試作を製作中であり、

皆様のアイデアをうかがった。 

様々なアイデアが出たが、直接まちに出て取材を行い市民の話を聞き、反映させるというのがクリテ

ィカルな意見だった。 

 

次回定例勉強会：2005年 9月 8日（木）19:00-21:30 ＠名古屋ボランティア・NPOセンター 

《議題案》 

１）コーチングビデオ鑑賞とワークショップ（５０分）／水野氏 

２）投票率アッププロジェクトの途中経過報告（４０分）／百田氏 

３）各自治体財政の比較報告と条例案の発表（４０分）／近藤氏 

４）その他（２０分） 

 ※ その他議題あればメーリングリスト上でご提案ください。 


